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『春風そよぐ田舎桜ツアー』を実施しました（広島駅発着バスツアー） 

4/2（土）と 4/6（水）に、美郷町と飯南町の観光協会が協力して実施したツアーです。広島や大阪から 4/2 は

24 名のお客様、4/6 は 36 名のお客様にお越し頂きました！両日共に晴天に恵まれ「桜に巨木・山菜取りに温

泉」と、美郷町と飯南町の魅力がぎゅっと詰まったツアーとなりました♪( ´▽｀)桜咲く美しい季節に素敵

なお客様に出会えたこと、そして皆様と素晴らしい１日を過ごせたこと、大変嬉

しく思っております。料金が 9,600 円でしたが田舎桜の観光ニーズがあるという

確信につながりました。白石はマイクでご案内＆ガイドしました！ 

＜美郷町内のおもな立ち寄りスポット＞・潮駅桜並木・妙用寺桜・おおち伝承館

（前川桜を見ながら縁側等でゆるりさんのお弁当）・花の谷桜・酒谷オロチカツラ 

 

美郷町内のイベントスケジュール  

～4/30（土）※（水）休み 縁側サロン「二人静」（沢谷） 0855-76-0157（藤間様） 

4/24（日） 花の谷しゃくなげ祭り（沢谷） 0855-75-1920（沢谷交流ｾﾝﾀｰ） 

4/23（土）～25（月） 町並みぶらりキルト展（粕渕） 0855-75-0590（山田様） 

4/24（日） 稚児行列・おわら風の盆（粕渕） 0855-75-0064（浄土寺） 

5/3 （火） 豊作祈願奉納神楽（比之宮） 0855-82-3474（比之宮交流ｾﾝﾀｰ） 

5/15（日） 銀山街道やなしお道ウォーキング（役場ｽﾀｰﾄ） 0855-75-1212（定住推進課） 

5/19（木）～23（月） 石見鴨山窯春の陶芸まつり（湯抱） 0855-75-0758（石見鴨山窯） 

5/28（土） 都賀行水玉山神楽（都賀行） 0855-82-2127（都賀行交流ｾﾝﾀｰ） 

 

『みさと・みちくさ日和 2016』企画を募集します 

この秋に実施する体験プログラムや里あるきなどの企画を募集します。右

の写真は昨年の一例で、彼岸花や蕎麦の花を見ながら散歩し、縁側でお茶

タイム。そういった素朴な体験もとても喜ばれます！５月から本格的に募

集したいと思いますが、早めに計画したい方はぜひお知らせください！ 
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美郷町観光協会 

地域おこし協力隊だより 

2016 年４月 

※詳細がわかったものからホームページに掲載します。 
どうぞお出かけください！ 

回覧 



三江線を利用して潮でお花見ツアーも実施されました 

4/2（土）は、江津からの三江線の臨時列車や、口羽からの普通列車で 53人が潮駅に来て、みさとカレッジ上

のわんぱく広場でお花見をするというツアーも実施されました（企画：三江線沿線魅力化プロジェクト実行委員会）。

潮でお花見がしたいという依頼を受けて、場所の手配や、美郷町薬草研究会へのお弁当の注文を板垣が仲介し

ました。一行は和やかに桜のトンネルを通り、広場に到着して宴会。大利商店、大和荘、道の駅グリーンロー

ド大和（出店）、クレープ屋さん等の商品も購入してもらい、大和荘で温泉に入って楽しんでもらいました。

この広場、なかなか良いお花見スポットですね。三江線の車窓から見る桜もすばらしかったそうです。 

 

番外編：神社好き女子 10人で美郷めぐり（松江・出雲・尾道・美郷の社☆ガール） 

美郷で板垣が最初にハマったもの、それは夜桜神楽！それを友達にも見せたくて企画しました。 

＜コース＞4/2（土）・沢谷の各所・千原八幡宮・亀遊亭・浄土寺・河原と対岸で三江線撮影・千原八幡宮夜桜

神楽  4/3（日）・松尾山八幡宮・田立建埋根命神社・西光寺・比之宮 T様宅でランチ・天津神社・明神岩 

お世話になった皆さまありがとうございました!! これからも色んなプランを作っていきたいです。 

    

夜の前川桜に大歓声 最初から最後まで全員釘付け ご神木に藁蛇さんが… 龍の彫り物がすごい 

    

ほのぼの、こたつであられ こんにゃくまで手作り 豪華ご祭神に興味津々 ドキドキ渡りました 

 

美郷町観光協会ホームページリニューアル！ 

役場ホームページとともに観光協会ホームページも新しくしました。 

スマートフォン向けのサイズにも自動対応。 

これから、さらに美郷町内のいろいろな情報を掲載していきます！ 

編集後記 第２号を発刊できました。良い名前を思いついたら、この「たより」 

名称変更したいところです。無理なく楽しく情報発信していきます。 


